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８
月
号

　

82
歳
に
な
っ
た

日
の
数
日
後
の
日

曜
日
、
左
手
足
に

し
び
れ
を
感
じ
ま

し
た
。
休
日
診
療

所
に
電
話
を
す
る
と
、
し
び

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
ら
救
急

車
を
よ
ぶ
よ
う
に
言
わ
れ
ま

し
た
。
月
曜
日
に
坂
戸
診
療

所
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ

か
ら
帝
京
病
院
に
入
院
し
３

日
間
集
中
治
療
室
に
居
ま
し

た
。
脳
梗
塞
で
し
た
。
介
護

度
は
見
直
さ
れ
、
要
介
護
１

と
な
り
ま
し
た
▼
私
は
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
無
し
の
市
営
住

宅
の
４
階
に
住
ん
で
い
る
の

で
す
が
、
今
の
体
の
状
態
で

は
無
理
だ
と
思
い
、
部
屋
を

片
づ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
入
院
中

に
市
営
住
宅
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
付
き
の
所
に
応
募
し
ま
し

た
。
そ
の
発
表
を
待
た
ず
に

リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
医
院
に
転

院
し
ま
し
た
▼
リ
ハ
ビ
リ
は

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、楽
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
付
き
の
市
営
住
宅
は
は
ず

れ
、
そ
れ
以
降
、
階
段
の
上

り
下
り
の
リ
ハ
ビ
リ
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
る

リ
ハ
ビ
リ
や
、
調
理
実
習
も

あ
り
ま
し
た
。
お
手
玉
は
手

指
の
リ
ハ
ビ
リ
グ
ッ
ズ
に
な

り
ま
し
た
。
洗
濯
バ
サ
ミ
で

は
さ
む
練
習
も
し
ま
し
た
▼

今
は
ま
だ
４
階
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
な

が
ら
、
同
じ
建
物
の
１
階
に

住
み
か
え
る
準
備
も
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

編
集
委
員　

谷
田
部 

洋
子

青い空

６
月
26
日
、
川
崎
市
高
津
区
の
高
津
市
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
川
崎
医
療
生
協
第
75
回
通
常
総
代
会

が
開
か
れ
、
総
代
総
数
２
５
０
人
の
う
ち
書
面
議
決
や
委
任
の
出
席
を
含
め
２
３
７
人
が
出
席
。

理
事
会
か
ら
の
６
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
星
野
俊
平
専
務
か
ら
は
、
長
年
の
課
題
で

あ
る
協
同
病
院
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
は
業
務
改
善
が
必
至
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
同
日
開
か
れ
た
理
事
会
で
新
理
事
長
に
高
村
彰
夫
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

理
事
長
挨
拶

　

総
代
会
開
会
に
先
立
ち
、
関

川
泰
隆
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。
以
下
に
、
そ
の
要

旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　

通
常
総
代
会
は
組
合
員
の
代

表
で
あ
る
総
代
、
事
業
所
の
職

員
総
代
、
そ
し
て
役
員
が
一
同

に
集
ま
っ
て
年
に
１
度
の
医
療

生
協
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
切

な
集
ま
り
。
75
回
目
を
迎
え
、

様
々
な
場
面
で
組
合
員
・
職
員

に
支
え
ら
れ
今
日
を
迎
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
バ
ト
ン
を
良
い
形
で
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
改
め
て
思

う
。

　

岡
田
久
初
代
理
事
長
の
時
代

に
は
革
新
市
政
を
生
み
出
し
、

全
国
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
そ
し
て
、
地
域
住
民
の
力

を
結
集
し
て
協
同
病
院
の
建
設

を
成
し
遂
げ
、
公
害
に
苦
し
む

ぜ
ん
そ
く
患
者
に
対
し
治
療
を

続
け
、
患
者
救
済
の
た
め
の
裁

判
や
制
度
づ
く
り
に
も
貢
献
し

て
き
た
。

　

し
か
し
、
負
の
歴
史
も
あ
っ

た
。
深
刻
な
経
営
危
機
は
全
国

の
応
援
を
受
け
て
乗
り
越
え
て

き
た
。「
川
崎
協
同
病
院
事
件
」

で
は
、「
組
織
の
あ
り
方
」「
機

関
運
営
の
在
り
方
」に
つ
い
て
、

問
題
が
指
摘
さ
れ
た
、
集
団
の

中
で
の
意
思
決
定
を
ど
う
進
め

る
か
は
常
に
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。「
無
差
別
平
等
」「
民

主
的
管
理
運
営
」
を
旗
印
に
、

課
題
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。
時
に
過
ち
も
犯
す
こ
と
が

あ
る
。
職
員
も
組
合
員
も
お
か

し
い
こ
と
は
お
か
し
い
と
言
え

る
こ
と
が
必
要
。

　

今
総
代
会
の
任
務
は
、
活
動

を
振
り
返
り
総
括
す
る
こ
と
、

先
を
見
据
え
て
今
後
１
年
間

の
、
予
算
も
含
め
た
方
針
を
決

定
す
る
こ
と
。
今
後
２
年
間
の

管
理
運
営
に
責
任
を
持
つ
新
た

な
役
員
を
選
任
す
る
こ
と
。

　

私
た
ち
は
、
医
療
や
介
護
を

経
営
す
る
だ
け
の
法
人
で
は
な

い
。
健
康
・
平
和
・
生
活
・
人

権
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
幅
広
い

活
動
を
、
組
合
員
、
地
域
住
民

と
と
も
に
活
動
す
る
組
織
と
し

て
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
力
を

結
集
し
て
欲
し
い
。

議
案
提
案

　

理
事
長
挨
拶
の
後
、
星
野
俊

平
専
務
が
６
つ
の
議
案
を
一
括

し
て
提
案
し
ま
し
た
。
以
下
、

骨
子
で
す
。

　

第
１
号
議
案
は
２
０
２
３
年

度
の
総
代
会
方
針
の
振
り
返
り

と
ま
と
め
。

　

事
業
・
経
営
・
運
動
面
と
も

に
前
進
面
は
あ
る
も
の
の
、
目

標
に
大
き
く
届
か
な
か
っ
た
。

全
役
職
員
が
い
ま
一
度
、
現
状

の
到
達
点
を
認
識
し
て
業
務
改

善
に
と
り
く
ま
な
い
限
り
、
協

同
病
院
や
他
の
事
業
所
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
う
こ
と
は
難
し

い
状
況
。

事
業
活
動
の

振
り
返
り

　

事
業
で
資
金
を
ど
れ
だ
け
生

み
出
せ
て
い
る
か
を
み
る
事
業

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
率
で
、
２

０
１
１
年
か
ら
コ
ロ
ナ
前
の
２

０
１
９
年
ま
で
の
川
崎
医
療
生

協
の
平
均
は
２
・
７
％
（
全
日

本
民
医
連
平
均
５
・
７
％
）。

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
補
助

金
を
得
た
が
、
補
助
金
が
な
く

な
っ
た
２
０
２
３
年
度
は
マ
イ

ナ
ス
０
・
４
％
ま
で
下
降
。
い

ま
、
全
国
の
多
く
の
病
院
を
も

つ
医
科
法
人
が
同
様
の
状
態
に

置
か
れ
て
い
る
。
今
後
、
病
院

や
診
療
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

計
画
し
て
い
る
が
、
投
資
し
た

資
金
を
自
前
で
回
収
す
る
事
業

計
画
を
き
ち
ん
と
描
か
な
い
と

い
け
な
い
。

　

経
営
改
善
の
一
環
で
協
同
病

院
の
病
床
拡
大
や
、
透
析
室
の

移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
を
行

い
、患
者
の
療
養
環
境
の
改
善
、

職
員
の
働
き
や
す
い
導
線
を
す

す
め
た
。
こ
の
よ
う
な
設
備
投

資
が
あ
り
、
経
常
利
益
マ
イ
ナ

ス
４
・
６
億
円
の
赤
字
。た
だ
、

コ
ロ
ナ
補
助
金
な
ど
が
あ
り
、

当
期
純
利
益
は
１
億
５
４
８
９

万
９
０
０
０
円
と
な
っ
た
。

　

昨
年
度
の
総
代
会
で
「
共
同

事
業
を
行
う
法
人
へ
の
参
加
準

備
を
す
す
め
る
こ
と
」
を
方
針

化
し
、
２
０
２
３
年
度
、
共
同

事
業
を
お
こ
な
う
一
般
社
団
法

人
協
同
か
な
が
わ
が
設
立
。
現

時
点
の
加
盟
法
人
は
６
法
人
、

共
同
購
入
事
業
な
ど
を
始
め
て

い
る
。
会
費
は
２
０
２
３
年
12

月
よ
り
月
額
57
万
３
０
０
０
円

支
払
っ
て
い
る
。

中
長
期
計
画

　

中
長
期
事
業
計
画
の
進
捗

は
、
ふ
じ
さ
き
へ
の
透
析
機
能

集
約
、
京
町
診
療
所
や
坂
戸
診

療
所
建
替
え
の
土
地
の
確
保
、

新
人
を
含
む
若
年
世
代
へ
の
手

当
の
導
入
、
寮
政
策
見
直
し
を

す
す
め
た
。
定
年
制
な
ど
労
務

課
題
に
つ
い
て
は
労
働
組
合
と

歩
調
を
あ
わ
せ
、
２
０
２
４
年

度
中
に
や
り
き
る
こ
と
、
協
同

病
院
の
移
転
用
地
確
保
、
中
長

期
計
画
を
担
う
人
づ
く
り
が
課

題
。　生

協
活
動
の

振
り
返
り

　

生
協
活
動
の
再
開
を
拡
げ
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
つ
な
が
り
の

な
か
っ
た
人
た
ち
と
つ
な
が
る

こ
と
を
大
き
な
方
針
に
し
て
と

り
く
ん
だ
。
職
員
と
と
も
に
お

こ
な
う
地
域
訪
問
行
動
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
も
再
開
。

　

パ
ル
シ
ス
テ
ム
神
奈
川
と
共

同
で
行
っ
た
「
モ
ル
ッ
ク
体
験

＆
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
会
」
は
、

市
内
４
ヵ
所
で
開
か
れ
３
９
８

人
が
来
場
。
地
域
の
関
連
団
体

と
一
緒
に
「
上
平
間
ふ
れ
あ
い

（
２
面
へ
つ
づ
く
）

川崎医療生協 第７５回通常総代会開催

絵
手
紙古

向
支
部 

橋
本 

む
ら
を

業務改善は必至 協同病院のリニューアルなどへ
次の世代にへバトンを！

星野専務

関川理事長
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（
１
面
の
つ
づ
き
）

化
や
、
持
続
可
能
な
事
業
づ
く

り
を
す
す
め
る
。

　

生
協
活
動
の
方
針
は
、
職
員

の
人
づ
く
り
の
課
題
に
位
置
付

け
て
と
り
く
み
、
事
業
所
や
日

常
の
活
動
の
中
で
の
仲
間
ふ
や

し
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
あ
ら

た
な
つ
な
が
り
の
中
か
ら
担
い

手
を
増
や
す
。

　

社
会
保
障
と
平
和
に
と
り
く

む
課
題
は
、「
１
班
１
支
部
１

職
場
１
要
求
運
動
」
に
と
り
く

む
。憲
法
を
ま
な
び
守
る
運
動
、

気
候
問
題
、
保
険
証
を
な
く
す

な
の
運
動
も
す
す
め
る
。

　

事
業
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
必
要
利
益
を
償
却
前
利
益

で
５
・
２
億
円
（
６
・
６
％
）

を
目
指
す
。

　

重
点
課
題
で
あ
る
協
同
病
院

と
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
一

体
的
経
営
改
善
、
樹
の
丘
の
病

床
稼
働
率
の
向
上
、
医
科
診
療

所
の
経
営
改
善
に
と
り
く
む
。

　

こ
の
後
、「
第
３
号
議
案　

役
員
報
酬
」「
第
４
号
議
案　

役
員
の
選
任
」「
第
５
号
議
案

は
生
協
法
改
定
に
伴
う
監
査
規

定
の
改
訂
」「
第
６
号
議
案　

議
案
効
力
発
生
の
件
」
が
提
起

さ
れ
た
。

総
代
か
ら
の

発
言
と
質
問

　

星
野
専
務
の
提
案
の
後
、
総

代
か
ら
、
以
下
の
発
言
と
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

協
同
地
区
の
高
木
周
治
総

代
：
毎
月
開
催
し
て
い
る
、
モ

ル
ッ
ク
体
験
を
通
じ
て
の
組
合

員
活
動
と
法
人
に
対
し
て
援
助

を
求
め
る
。

　

疋
田
勝
理
事
：
樹
の
丘
の
利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
、

組
合
員
と
の
つ
な
が
り
の
強

化
、
職
員
教
育
を
通
じ
て
経
営

改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

高
津
宮
前
地
区
の
永
田
眞
一

総
代
：
坂
戸
診
療
所
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
。

太
陽
光
発
電
施
設
も
入
れ
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」

の
提
案
。

　

多
摩
麻
生
地
区
の
伊
藤
孝
子

総
代
：
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
た

健
康
ま
つ
り
で
の
、
組
合
員
と

職
員
の
交
流
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で

で
き
な
か
っ
た
年
中
行
事
や
班

会
の
復
活
。

　

小
田
地
区
の
松
本
虎
雄
総

代
：
京
町
診
療
所
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
過
と
、

京
町
診
療
所
建
設
委
員
会
に
な

っ
て
か
ら
の
建
設
運
動
の
進
捗

と
今
後
の
予
定
。

　

職
域
地
区
の
川
崎
協
同
病

院
、
梅
田
麻
美
総
代
：
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
病
院
運
営
に
つ
い

て
、
初
期
研
修
の
医
師
の
育
成

や
、
患
者
の
療
養
環
境
と
職
員

の
労
働
環
境
の
改
善
、
事
業
活

動
の
発
展
に
つ
い
て
。

　

職
域
地
区
の
総
務
部
、
谷
口

麻
衣
子
総
代
：
一
般
社
団
法
人

協
同
か
な
が
わ
を
活
用
し
て
、

神
奈
川
県
内
の
民
医
連
加
盟
の

５
つ
の
法
人
と
、
経
理
部
門
の

合
理
化
と
後
継
者
育
成
の
と
り

く
み
。

　

多
摩
麻
生
地
区
の
井
手
敏
明

総
代
：
支
部
運
営
委
員
や
配
付

者
な
ど
の
担
い
手
を
増
や
す
課

題
へ
の
意
見
と
現
状
。

　

幸
中
原
地
区
の
坂
内
亮
総

代
：
配
付
者
の
高
齢
化
と
担
い

手
不
足
の
課
題
。
職
員
と
連
携

し
て
地
域
訪
問
に
出
て
、
診
療

所
へ
の
信
頼
感
を
上
げ
る
。

　

小
田
地
区
の
関
谷
治
子
総

代
：
京
町
診
療
所
移
転
に
向
け

て
、
通
院
し
や
す
い
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
の
意
見

と
、
移
転
計
画
が
、
最
初
の
段

階
で
の
組
合
員
へ
の
周
知
が
さ

れ
な
い
ま
ま
で
進
ん
だ
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
。

　

高
津
宮
前
地
区
の
笠
原
由
美

子
総
代
：
坂
戸
診
療
所
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
向
け
て
の
地
域
や
患

者
の
声
、施
設
の
現
状
や
課
題
。

文
書
発
言

　

こ
れ
以
降
は
、
当
日
総
代
会

の
会
場
で
口
頭
で
の
発
言
は
で

き
な
か
っ
た
文
書
発
言
と
質
問

の
骨
子
で
す
。

　

●
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
、
川
崎
協

同
病
院
と
の
連
携
や
、
営
業
周

り
を
し
て
訪
問
件
数
を
増
や

し
、
収
益
を
増
加
さ
せ
て
い
る

●
生
協
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
２

０
２
３
年
度
に
行
っ
た
、
口
の

健
康
づ
く
り
の
実
践
や
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
歯
科
医
療
の

と
り
く
み
、
歯
科
予
防
の
考
え

方
を
地
域
に
広
げ
る
こ
と
な
ど

●
川
崎
協
同
病
院
か
ら
協
同
ふ

じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
移
転
し

た
、
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
と

り
く
み
と
現
状
●
川
崎
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
診
療
所
、
新
所
長
の
体

制
で
と
り
く
ん
だ
、
フ
ッ
ト
ケ

ア
サ
ロ
ン
や
ワ
ン
セ
ル
フ
外
来

の
と
り
く
み
と
、
組
合
員
と
４

年
ぶ
り
に
開
催
で
き
た
健
康
ま

つ
り
を
通
じ
て
、
地
域
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
医
療
の
継
続
の

提
案
●
総
代
会
議
案
書
の
郵
送

費
の
削
減
に
つ
い
て
の
提
案
●

人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に

関
し
て
、
労
働
組
合
と
改
善
す

べ
き
こ
と
を
議
論
す
る
こ
と
の

要
求
や
、「
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
の
抜
本
的
改
善
」
に
、
一

緒
に
な
っ
て
と
り
く
ん
で
い
く

発
言
と
、
入
職
者
数
と
退
職
者

数
が
わ
か
る
資
料
の
提
示
を
求

め
る
要
望
●
職
員
の
育
成
に
つ

い
て
、
現
場
職
員
の
意
見
を
聞

き
、
次
世
代
の
管
理
者
育
成
に

力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
●
坂
戸

診
療
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
会
議

に
、
関
川
（
元
）
理
事
長
の
参

加
継
続
の
要
望
●
「
保
険
証
の

廃
止
」
運
動
へ
の
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
へ
の
認
識
の
確
認
と
、
現
保

険
証
を
守
る
運
動
の
提
起
を
加

筆
す
る
希
望
●
市
外
組
合
員
の

参
加
方
針
を
総
代
会
議
案
に
盛

り
込
む
こ
と
と
、
定
款
の
要
約

に
も
記
入
す
る
こ
と
の
要
望
●

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
機
関
紙
を
掲

載
す
る
こ
と
の
要
望
●
総
代
会

傍
聴
と
理
事
会
傍
聴
が
可
能
な

こ
と
の
周
知
●
組
合
員
が
経
営

改
善
に
と
り
く
む
た
め
に
は
●

川
崎
市
に
人
口
動
態
の
分
析
が

正
確
な
の
か
●
一
般
社
団
法
人

協
同
か
な
が
わ
の
役
割
と
、
川

崎
医
療
生
協
の
常
勤
職
員
が
代

表
者
に
な
れ
る
の
か
●
本
部
が

移
動
し
た
理
由
と
、
ふ
じ
さ
き

ク
リ
ニ
ッ
ク
４
階
の
活
用
●
職

員
の
教
育
・
定
着
・
職
場
風
土
・

職
場
診
断
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
●
支
部
運
営
委
員
の

教
育
シ
ス
テ
ム
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
●
総
代
会

の
議
案
が
理
解
で
き
る
よ
う
な

準
備
期
間
を
検
討
し
て
欲
し
い

●
新
聞
に
事
業
計
画
や
理
事
会

の
報
告
を
掲
載
し
て
欲
し
い
●

一
般
社
団
法
人
協
同
か
な
が
わ

の
目
的
と
総
代
会
で
の
承
諾
の

確
認
●
役
員
選
考
名
簿
の
今
期

名
前
が
な
い
人
達
の
理
由
。

ま
と
め
報
告

　

以
上
の
発
言
や
質
問
に
対

し
、
星
野
専
務
が
ま
と
め
と
し

て
発
言
し
た
骨
子
で
す
。

　

京
町
診
療
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
関
し
て
、
組
合
員
の
意
見
を

聞
か
ず
に
す
す
め
る
意
図
は
な

い
。
ま
た
、
土
地
取
得
の
可
能

性
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
組

合
員
へ
の
説
明
会
や
意
見
集
約

を
行
っ
て
い
る
。
組
合
員
へ
の

周
知
な
ど
、
不
十
分
な
点
も
あ

っ
た
か
と
思
う
。
今
後
も
進
め

方
に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
せ
て

ほ
し
い
。

　

ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
４
階

の
活
用
は
、
健
康
診
断
受
診
者

を
増
や
し
、
そ
の
受
け
皿
と
な

る
健
診
セ
ン
タ
ー
機
能
を
設
置
。

　

本
部
の
か
り
ん
ビ
ル
へ
の
移

動
は
、
健
診
事
業
を
ふ
じ
さ
き

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
展
開
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
手
立
て
。今
後
、

な
る
べ
く
早
く
健
診
事
業
が
開

始
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

一
般
社
団
法
人
協
同
か
な
が

わ
は
、
共
同
事
業
に
と
り
く
む

法
人
で
、
川
崎
医
療
生
協
単
独

で
と
り
く
む
よ
り
、
複
数
の
法

人
が
集
ま
っ
て
、
共
通
す
る
事

業
課
題
を
す
す
め
て
、
経
済
的

利
益
を
上
げ
る
た
め
の
法
人
。

設
立
の
経
緯
は
、
２
０
２
２
年

か
ら
検
討
を
始
め
、
２
０
２
３

年
５
月
の
法
人
理
事
会
で
、
一

般
社
団
法
人
へ
の
加
入
と
、
川

崎
医
療
生
協
か
ら
理
事
を
派
遣

す
る
こ
と
を
確
認
し
、
２
０
２

３
年
の
総
代
会
で
議
案
に
入
れ

す
す
め
て
き
た
。
す
す
め
方
に

つ
い
て
は
上
部
団
体
で
あ
る
医

療
福
祉
生
協
連
か
ら
助
言
を
得

て
い
る
。

　

医
療
生
協
の
常
勤
職
員
が
別

会
社
の
代
表
者
に
な
る
こ
と
に

関
し
て
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

は
、
民
医
連
の
医
療
事
業
協
同

組
合
が
同
じ
よ
う
に
他
法
人
の

常
勤
職
員
が
代
表
を
務
め
て
い

る
。

　

役
員
の
選
任
に
関
し
て
は
、

今
期
が
役
員
改
選
の
時
期
に
な

っ
て
お
り
、
任
期
満
了
で
７
人

の
理
事
が
退
任
を
し
て
い
る
。

個
別
の
理
由
は
差
し
控
え
る

が
、
任
期
満
了
、
本
人
の
申
し

出
な
ど
に
よ
り
、
常
務
理
事
会

で
協
議
し
、
本
人
の
同
意
を
得

て
理
事
会
に
報
告
し
、
総
代
会

へ
提
案
し
て
い
る
。

　

経
営
改
善
に
つ
い
て
は
、
全

日
本
民
医
連
経
営
部
が
出
し
た

３
つ
の
方
針
「
全
日
本
民
医
連

が
提
起
す
る
医
療
・
介
護
活
動

方
針
に
沿
っ
て
、
活
動
の
質
・

量
の
充
実
を
目
指
す
」「
経
営

の
改
善
は
管
理
の
改
善
で
あ
る

こ
と
を
掲
げ
て
、
経
営
管
理
の

力
量
を
学
習
と
討
議
実
践
を
通

じ
て
大
き
く
引
き
上
げ
る
こ

と
」「
経
営
の
視
点
か
ら
の
多

様
な
連
携
を
す
す
め
、
地
域
全

体
の
医
療
介
護
の
事
業
を
守
り

抜
き
、
た
た
か
い
の
前
進
で
診

療
報
酬
、
介
護
報
酬
の
大
幅
引

き
上
げ
を
実
現
す
る
こ
と
」
を

川
崎
医
療
生
協
の
課
題
と
し
て

と
り
く
む
。

　

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
課
題

も
、
今
後
理
事
会
で
検
討
課
題

と
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
回
理
事
会
も
開

催
さ
れ
、
新
理
事
長
に
現
在
大

師
診
療
所
所
長
の
高
村
彰
夫
医

師
が
選
ば
れ
、
会
場
で
新
理
事

会
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
ち

「
川
崎
医
療
生
協
を
若
い
世
代

に
ど
う
継
続
し
て
い
く
か
が
課

題
。
一
人
で
何
と
か
な
る
も
の

で
も
な
く
、
み
ん
な
で
強
い
川

崎
医
療
生
協
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

マ
ル
シ
ェ
」
に
と
り
く
み
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
践
を
す
す
め
た
。

　

か
わ
さ
き
模
擬
患
者
の
会
は

20
年
間
に
わ
た
り
、
組
合
員
と

職
員
の
共
同
の
い
と
な
み
と
し

て
「
医
療
福
祉
生
協
の
い
の
ち

の
章
典
」
の
実
践
を
続
け
て
い

る
。

　

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の

活
動
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。
人
権
を
守
る
視

点
で
と
り
く
ん
で
い
る
ダ
イ
バ

シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
従
来
の

異
性
婚
と
同
様
の
適
用
と
な
る

よ
う
就
業
規
則
の
改
定
に
と
り

く
ん
だ
。

２
０
２
４
年
度
方
針

　
「
外
来
の
か
か
り
つ
け
医
機

能
と
健
康
づ
く
り
活
動
の
強

化
」。
人
生
百
年
時
代
を
さ
さ

え
る
事
業
所
、
健
康
づ
く
り
活

動
を
す
す
め
る
。

　

健
康
づ
く
り
活
動
で
は
「
医

療
介
護
の
現
場
と
地
域
の
健
康

づ
く
り
を
積
極
的
に
つ
な
げ
る

こ
と
」
を
提
起
。

　

人
づ
く
り
の
課
題
は
、
民
医

連
綱
領
や
医
療
福
祉
生
協
の
い

の
ち
の
章
典
を
も
と
に
、
組
合

員
と
の
活
動
を
通
じ
て
法
人
の

中
長
期
計
画
を
推
進
す
る
人
材

の
育
成
を
第
一
義
的
課
題
と
し

て
と
り
く
む
。
ま
た
、
医
師
、

看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
・
介
護
従
事
者
の
確
保
と
育

成
を
両
輪
で
す
す
め
る
。

　

民
主
的
管
理
運
営
の
課
題
で

は
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
管
理
運

営
の
力
量
の
向
上
、
Ｉ
Ｔ
化
や

情
報
共
有
の
仕
組
み
な
ど
の
強

第１号議案　反対０  保留６  賛成多数で可決
第２号議案　反対０  保留６  賛成多数で可決
第３号議案　反対０  保留３  賛成多数で可決
第４号議案　反対１  保留９  賛成多数で可決
第５号議案　反対０  保留３  賛成多数で可決
第６号議案　反対０  保留３  賛成多数で可決

議案採決結果

高村新理事長

笠原総代

伊藤総代

坂内総代
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年
老
い
て
も
な
お
好
き
な

仕
事
を
続
け
ら
れ
る
人
の
姿

は
清
々
し
い
。
今
年
、
デ
ビ

ュ
ー
55
周
年
を
迎
え
た
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
長
谷

川
き
よ
し
の
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
先
月
都
内
と
神
奈
川

県
内
で
開
か
れ
た
。

　

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。
69

年
７
月
に「
別
れ
の
サ
ン
バ
」

で
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
。
ガ

ッ
ト
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら

歌
う
ボ
サ
ノ
バ
調
の
曲
は
、

当
時
は
や
り
始
め
た
「
フ
ォ

ー
ク
」
の
な
か
に
括
ら
れ
た

が
、
曲
調
と
い
い
ギ
タ
ー
の

弾
き
方
と
い
い
、
い
わ
ゆ
る

フ
ォ
ー
ク
と
は
一
線
を
画
す

　

今
よ
り
10
分
多
く
体
を
動

か
す
こ
と
で
健
康
寿
命
を
の

ば
せ
る
。
厚
生
労
働
省
が
昨

年
10
年
ぶ
り
に
「
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
身
体
活
動
」
の

考
え
方
を
見
直
し
、「
プ
ラ

ス
テ
ン（
＋
10
）」と
い
っ
て
、

今
よ
り
10
分
多
く
体
を
動
か

コ
ラ
ム

時
の
風

デ
ビ
ュ
ー
55
年

他
に
類
の
な
い
サ
ウ
ン
ド
だ

っ
た
。

　

発
売
当
初
は
世
間
の
反
応

は
小
さ
か
っ
た
が
、
当
時
若

者
が
熱
中
し
て
い
た
ラ
ジ
オ

の
深
夜
放
送
で
流
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
徐
々
に
人
気
を

博
し
そ
の
年
の
終
わ
り
か
ら

ヒ
ッ
ト
し
て
い
っ
た
。
各
地

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
レ

コ
ー
ド
を
次
々
と
出
し
、
加

藤
登
紀
子
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト

に
よ
る
、
南
米
フ
ォ
ル
ク
ロ

ー
レ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ

た
「
灰
色
の
瞳
」
や
、
も
と

も
と
は
野
坂
昭
如
が
歌
っ
た

「
黒
の
舟
唄
」
な
ど
を
ヒ
ッ

ト
さ
せ
た
。

す
こ
と
で
健
康
寿
命
を
伸
ば

そ
う
（
図
１
）
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

最
新
の
知
見
に
よ
る
と
、

プ
ラ
ス
テ
ン
に
と
り
く
む
こ

と
で
死
亡
の
リ
ス
ク
は
２
・

８
％
、
生
活
習
慣
病
発
症
は

３
・
６
％
、ガ
ン
発
症
は
３
・

　

２
歳
半
の
こ
ろ
失
明
し
た

彼
は
、
幼
い
頃
か
ら
歌
と
音

楽
が
好
き
で
、
小
学
６
年
頃

か
ら
ギ
タ
ー
を
は
じ
め
、
や

が
て
本
格
的
に
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
ー
を
習
っ
た
。
日
本
の

歌
謡
曲
や
欧
米
の
ポ
ッ
プ
ス

や
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル

音
楽
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽

を
聴
き
あ
さ
り
独
自
の
世
界

を
作
っ
て
い
っ
た
。

18
歳
の
と
き
に
シ
ャ
ン
ソ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
４
位
に
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
健
康
の
た
め
の

身
体
活
動
チ
ェ
ッ
ク
（
図

２
）」
を
使
っ
て
自
身
が
ど

の
段
階
に
い
る
の
か
を
知

り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
す
。
た
と
え
ば
、
通
勤
や

買
い
物
は
自
動
車
で
は
な
く

徒
歩
や
自
転
車
で
行
い
、
で

き
れ
ば
遠
回
り
す
る
。
歩
幅

を
広
く
早
歩
き
を
心
が
け

る
。
テ
レ
ビ
を
み
な
が
ら
の

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
な

ど
、
今
よ
り
少
し
で
も
多
く

か
ら
だ
を
動
か
す
。

　

し
か
し
、
誤
っ
た
や
り
方

の
懐
疑
や
自
分
の
音
楽
世
界
が

特
殊
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た

た
め
、
当
初
は
デ
ビ
ュ
ー
に
消

極
的
だ
っ
た
が
、
自
作
の
歌
を

出
す
こ
と
の
意
義
を
感
じ
、
自

ら
の
作
詞
作
曲
し
た
「
別
れ
の

サ
ン
バ
」
を
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

し
た
。

　

ヒ
ッ
ト
し
メ
デ
ィ
ア
に
頻
繁

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
な
に

か
と
い
う
と
「
盲
目
の
」
と
い

う
枕
詞
を
つ
け
て
紹
介
さ
れ
る

こ
と
に
、「
な
ん
で
い
ち
い
ち

そ
う
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
。
音
楽
が
あ
っ
て
の
こ
と

だ
ろ
う
」
と
反
発
し
た
。

　

若
い
こ
ろ
に
し
た
結
婚
が
破

綻
し
た
後
、
一
時
は
音
楽
か
ら

離
れ
た
が
、
浅
川
マ
キ
の
援
助

も
あ
っ
て
１
９
８
３
年
に
復

帰
、
以
来
い
ま
ま
で
、
音
楽
だ

け
で
な
く
演
劇
界
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
演

し
、
バ
ン
ド
活
動
も
し
た
。
し

か
し
、
基
本
的
に
は
弾
き
語
り

の
ス
タ
イ
ル
を
守
っ
て
い
る
。

75
歳
に
な
り
、
声
の
衰
え
を

感
じ
、
ま
た
歌
詞
を
忘
れ
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。
他
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
違
い
、
譜
面
や
モ

ニ
タ
ー
を
見
て
ス
テ
ー
ジ
で
歌

う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
ハ

ン
デ
ィ
で
は
あ
る
。

　

し
か
し
、「
歳
を
と
れ
ば
だ

れ
も
衰
え
て
く
る
の
だ
か
ら
仕

方
な
い
。
そ
れ
な
り
に
、
自
分

で
許
せ
る
範
囲
の
と
こ
ろ
ま
で

立
て
直
し
て
や
れ
ば
、
80
歳
く

ら
い
ま
で
は
で
き
る
だ
ろ
う
」

と
、
９
月
末
に
出
版
さ
れ
る
〝

自
伝
〞「
別
れ
の
サ
ン
バ　

長

谷
川
き
よ
し
歌
と
人
生
」（
旬

報
社
）の
な
か
で
話
し
て
い
る
。

（
波
）

賞
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
喫
茶「
銀
巴
里
」

で
プ
ロ
と
し
て
歌
い
始
め
た

ほ
か
、
都
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
で
も
歌
う
よ
う
に
な

り
、
当
時
通
っ
て
い
た
盲
学

校
が
終
わ
る
と
、
毎
日
の
よ

う
に
白
杖
と
ギ
タ
ー
を
抱
え

て
東
京
の
夜
の
街
を
歩
い
た
。

　

そ
の
う
ち
音
楽
業
界
の
人

の
目
に
と
ま
り
レ
コ
ー
ド
デ

ビ
ュ
ー
を
持
ち
か
け
ら
れ

る
。
商
業
主
義
的
な
音
楽
へ

で
か
ら
だ
を
動
か
す
と
思
わ

ぬ
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
か
ら
だ
を

動
か
す
時
間
は
少
し
ず
つ
増

や
す
、
体
調
が
悪
い
と
き
は

無
理
を
し
な
い
、
病
気
や
痛

み
の
あ
る
場
合
は
医
師
な
ど

川崎協同病院　　調理師　深澤 廣綱

発酵食品を食べよう！⑰

からだにやさしい料理   第65回  

【材料】（２人分）
・無頭エビ  200ｇ
・レタス  １/４個（100ｇ）
・サラダ油  大さじ１
・豆板醤  小さじ１/３

１人分　217㎉   
タンパク質19.4ｇ
塩分1.9ｇ

♥ 一口メモ：ヨーグルトのまろやかな味に豆板醤
がピリッと効いて、おつまみにもおすすめ

【作り方】
❶  エビは殻をむき、背ワタを取り除いて水で洗う　
エビの水気をキッチンペーパーで拭き取り、ボウ
ルに入れて☆を加えもみこむ

❷  レタスは５㎜幅に切る
❸  別のボウルに★を入れて混ぜ、ヨーグルトマヨ
ソースを用意する

❹  サラダ油を入れて熱したフライパンに①のエビを
投入し、中火で色が変わるまで炒めたところに豆
板醤を加え、さっと炒め合わせて火を止める

❺  ❹にヨーグルトマヨソースを加え、全体がなじむ
程度に混ぜる

❻  器にレタスを盛り❺をのせてできあがり

く ら し ・ 社 会

55 周年記念コンサートで

【図２】健康のための身体活動チェック

【図１】

健
康
寿
命
を
伸
ば
す　

プ
ラ
ス
テ
ン（
＋
10
）運
動

健
康
づ
く
り
支
援
の
プ
ロ
・
保
健
師
が
推
奨

協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク　

保
健
師　

大
石
美
樹

２
％
、
ロ
コ
モ
・
認

知
症
の
発
症
は
８
・

８
％
、
そ
れ
ぞ
れ
下

げ
る
こ
と
が
で
き
、

プ
ラ
ス
テ
ン
を
１
年

間
続
け
る
と
１
〜
２

㎏
体
重
を
減
ら
す
こ

と
が
期
待
で
き
る
と

の
専
門
家
へ
相
談
す
る
な
ど
を

守
り
、
安
全
に
行
う
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
予
防
や
改
善
の
た
め
の
特

定
保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
人

の
中
に
は
、
プ
ラ

ス
テ
ン
運
動
に
と

り
く
ん
だ
こ
と

で
、
体
重
減
少
や

血
液
中
の
脂
質
値

が
改
善
し
た
例
が

で
て
い
ま
す
。

　

図
は
、
厚
生
労

働
省
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
ガ
イ
ド　

―
健

康
づ
く
り
の
た
め

の
身
体
活
動
指
針

―
」
か
ら
一
部
引

用
し
た
も
の
で
す
。
左
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

詳細は
リーフレットで

☆エビ下味
・酒  大さじ１
・しょうゆ  小さじ１/３
・塩コショウ  少々
・片栗粉  大さじ１/２

★ヨーグルトマヨソース
・ヨーグルト（無糖）  大さじ１
・マヨネーズ  大さじ１
・ケチャップ  大さじ１/２
・塩  小さじ１/３
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６
月
29
日
、
宮
前
支
部
の

企
画
で
府
中
郷
土
の
森
公
園

に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
、

14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
心

配
し
て
い
た
天
気
も
時
間
と

と
も
に
青
空
が
広
が
り
、
道

の
両
側
に
見
事
に
育
つ
野
菜

に
気
を
取
ら
れ
な
が
ら
歩
い

て
い
る
間
に
府
中
郷
土
の
森

公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

園
内
は
「
あ
じ
さ
い
花
ま

つ
り
」
と
重
な
り
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
雨
で

紫
陽
花
の
色
が
一
段
と
深
み

を
増
し
、
さ
す
が
「
雨
に
紫

陽
花
」
の
感
じ
で
し
た
。
園

内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
コ

ー
ス
を
散
策
。
色
と
り
ど
り

の
紫
陽
花
に
身
も
心
も
癒
さ

れ
、
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
見

事
な
紫
陽
花
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
内
に
は
四
季
を

が
分
か
る
も
の
の
、
な
か
な
か

思
い
通
り
に
倒
れ
な
い
の
が
モ

ル
ッ
ク
の
楽
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
３

セ
ッ
ト
で
丁
度
い
い
頭
と
体
の

予
防
方
法
や
対
応
に
も
感
心
し

ま
し
た
。
以
前
、
食
事
中
に
む

せ
た
と
き
は
、
歯
科
の
阿
部
ひ

と
み
元
事
務
長
か
ら
「
１
度
歯

運
動
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は

10
月
・
11
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

観
音
支
部　

プ
ラ
チ
ナ
班　

伏
島
京
子

園
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち

と
一
緒
に
、
体
操
を
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
６
月
30
日
に
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に

同
じ
班
の
人
も
３
人
い
て
、
声

を
か
け
て
く
れ
た
の
で
、
参
加

し
や
す
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
い
つ
も
体
を
動
か
し
て

い
な
い
せ
い
か
、
体
が
固
く
て

ぎ
こ
ち
な
い
動
き
。
い
つ
も
体

操
し
て
い
る
人
は
体
の
切
れ
が

違
い
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
体
に
い
い
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
朝

キ
ッ
ト
ル
棒
が
倒
れ
た
内
容
に

よ
っ
て
得
点
し
、
50
点
ピ
ッ
タ

リ
に
な
っ
た
ら
勝
ち
と
い
う
シ

ン
プ
ル
な
競
技
で
す
。「
身
体

を
動
か
す
け
れ
ど
体
力
は
必
要

な
さ
そ
う
」「
勝
つ
た
め
に
は

作
戦
も
必
要
の
よ
う
」「
や
っ

て
み
た
い
な
」
と
思
っ
て
い
た

あ
る
日
、
宿
河
原
支
部
の
ニ
ュ

ー
ス
に
「
モ
ル
ッ
ク
体
験
会
」

の
文
字
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

宿
河
原
支
部
の
モ
ル
ッ
ク
班

の
参
加
者
は
、
５
〜
10
人
と
ま

ち
ま
ち
で
す
が
、
何
人
で
も
プ

レ
ー
で
き
ま
す
。
投
げ
る
距
離

も
正
式
に
は
３
〜
４
メ
ー
ト
ル

が
弱
い
の
と
起
床
時
は
膝
が
痛

く
て
体
を
動
か
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
Ｃ
Ｄ

を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
で

も
で
き
る
と
思
い
今
ま
で
ケ
ー

ス
に
し
ま
っ
た
ま
ま
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
家
に
帰
っ
て
来
て

か
ら
も
ラ
ジ
オ
体
操
を
聞
き
な

が
ら
体
操
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
、
日
曜
日
だ

け
し
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、

少
し
ず
つ
参
加
の
回
数
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
田
支
部　

山
﨑
貴
美
子

で
す
が
、
も
っ
と
近
く
か
ら
投

げ
て
い
ま
す
。
ね
ら
っ
て
も
な

か
な
か
当
た
ら
ず
、
日
に
よ
っ

て
勝
利
す
る
人
も
違
う
の
も
魅

力
で
す
。

　

毎
月
、第
２
土
曜
日
10
時（
８

月
は
お
休
み
）
に
久
地
診
療
所

の
屋
上
に
集
合
。
終
了
後
、
全

員
で
片
づ
け
て
、
１
階
の
給
水

機
で
ほ
っ
と
一
息
。
先
日
は
、

班
会
補
助
費
を
使
っ
て
近
所
の

中
華
屋
さ
ん
で
ラ
ン
チ
会
。
皆

さ
ん
良
い
人
で
月
一
回
の
集
ま

り
が
楽
し
み
で
す
。

　

宿
河
原
支
部　

モ
ル
ッ
ク
班

　
　
　

北
口
明
代

　

７
月
16
日
に
、
京
町
診
療

所
建
設
委
員
会
主
催
で
、「
第

２
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
現
地

見
学
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
の
京
町
診
療
所
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
コ
ー
ス
と
、
Ｊ

Ｒ
川
崎
駅
時
計
台
か
ら
出
発

す
る
２
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
ま
し
た
。

　

時
計
台
か
ら
出
発
す
る
コ

ー
ス
に
は
８
人
が
参
加
し
、

10
時
に
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
時
計
台

を
出
発
し
て
、
ま
ず
は
駅
前

に
あ
る
坂
本
九
の
歌
碑
を
見

て
、
川
崎
小
学
校
の
校
門
の

横
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、
小

学
校
に
縁
の
あ
る
坂
本
九
と

佐
藤
惣
之
助
を
紹
介
す
る
看

板
を
見
て
、
京
急
八
丁
畷
駅

の
近
く
に
あ
る
芭
蕉
の
句
碑

を
経
由
し
て
、
約
50
分
ぐ
ら

か
ら
は
「
だ
い
た
い
の
感
じ

が
つ
か
め
た
」と
い
う
声
や
、

「
新
診
療
所
へ
行
く
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
な
」「
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
は
ど
ん
な
ル
ー

ト
で
走
る
の
か
な
」
な
ど
の

質
問
も
あ
り
、
新
診
療
所
へ

通
う
た
め
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
期
待
が
あ
り
ま
し
た
。

川
崎
駅
前
支
部　

松
本
虎
雄

し
く
協
同
地
区
担
当
に
な
っ

た
職
員
と
モ
ル
ッ
ク
を
楽
し

み
ま
し
た
。
初
参
加
は
メ
ン

バ
ー
１
人
と
松
田
さ
ん
で
し

た
が
、
ル
ー
ル
は
簡
単
な
の

で
12
本
の
ピ
ン
を
モ
ル
ッ
ク

で
当
て
た
り
、
倒
し
た
り
。

　

回
数
を
重
ね
る
度
に
コ
ツ

　

６
月
18
日
、
ふ
じ
さ
き
ク

リ
ニ
ッ
ク
隣
の
か
り
ん
ビ
ル

３
階
会
議
室
で
、
生
協
歯
科

の
関
恵
歯
科
衛
生
士
と
齋
木

ひ
な
実
歯
科
助
手
に
よ
る
学

習
会
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
か

り
や
す
い
資
料
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
に
よ
る
説
明
で
改
め

て
「
歯
の
大
切
さ
」
を
見
直

し
ま
し
た
。
そ
し
て
様
々
な

科
に
相
談
に
来
た
ら
」

と
勧
め
ら
れ
、そ
の
後
、

お
も
ち
ゃ
の
吹
き
戻
し

の
よ
う
な
道
具
「
ピ
ロ

ピ
ロ
」
で
改
善
し
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

　

歯
科
は
虫
歯
に
な
っ

て
か
ら
行
く
の
で
は
な

く
、
虫
歯
に
な
ら
な
い

た
め
に
行
く
、
予
防
の

た
め
に
行
く
と
こ
ろ
だ

い
で
建
設
予
定
地
に

つ
き
ま
し
た
。

　

何
も
見
な
い
で
川

崎
駅
か
ら
直
行
す
れ

ば
20
分
程
度
の
場
所

に
あ
り
ま
す
。
現
地

で
は
京
町
診
療
所
田

中
忠
雄
事
務
長
か
ら

今
後
の
予
定
や
３
階

建
て
の
建
物
の
中
が

ど
ん
な
ふ
う
に
な
る

か
な
ど
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者

通
じ
て
楽
し
め
そ
う
な
樹
木

が
沢
山
あ
り
、
秋
の
紅
葉
の

季
節
に
も
是
非
再
度
来
園
し

た
い
と
の
思
い
を
胸
に
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。

　

帰
り
道
に
は
川
崎
市
の
１

０
０
周
年
を
記
念
す
る
ブ
ル

ー
イ
ン
パ
レ
ス
に
も
出
あ
い

ま
し
た
。

宮
前
支
部　

廣
瀬
和
子

　

６
月
８
日

さ
わ
や
か
な

天
気
に
恵
ま

れ
、
大
師
公

園
の
木
陰
の

下
で
メ
ン
バ

ー
８
人
と
新

　

小
田
支
部

に
は
、
ラ
ジ

オ
体
操
班
が

あ
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は

６
人
で
す
。

毎
朝
小
田
公

　

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
発
祥
の

モ
ル
ッ
ク

は
、
モ
ル
ッ

ク
棒
を
投
げ

て
12
本
の
ス

「腰痛、膝痛など」

講師

日時

会場

川崎協同病院リハビリテーション科

9月11日（水）午後1時半～2時半
かりんビル3階会議室（本会場）

京町診療所・セツルメント診療所・久地診療所
※ZOOMでのオンライン個人参加も可能です。
　後日、録画した動画を視聴することもできます。

腰痛、膝痛などの病気につい
て。その予防や治療、リハビ
リテーションについてなど。

参加申込み・問い合わせは
健康まちづくり推進部（０４４－２６６－７５３２）

オンライン中継

予告なく内容が変更になる
可能性があります
⎧
｜
⎩

⎧
｜
⎩

府
中
郷
土
の
森
公
園
ハ
イ
キ
ン
グ

府
中
郷
土
の
森
公
園
ハ
イ
キ
ン
グ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
現
地
見
学
会
開
催

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
現
地
見
学
会
開
催

口
の
潤
い
に

口
の
潤
い
に

つ
い
て
学
習
会

つ
い
て
学
習
会

青空の下で心地よく

坂本九の歌碑

建設予定地で事務長が説明

モルックでモルックで
遊ぼう遊ぼう

ラジオ体操班ラジオ体操班
に入りましたに入りました

モルックをモルックを
楽しんで楽しんで

と
今
回
の
学
習
会
で
学
び
ま
し

た
。

さ
わ
や
か
健
康
づ
く
り
委
員
会

名
倉
三
也
子

腰
て



組　合　員　の　広　場組　合　員　の　広　場

（５） ２０２４年８月１日 第６９６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

立　川　談之助 落語

花　島　久　美 手品

柳　家　小じか 落語

〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 ６月度　32支部　134班　861人

大師東支部
チーム中瀬 モルックを楽しむ ８
リラ おしゃべり会 ３
南大師支部
露草の会 くずもちを食べよう 10
大師中央支部
エンゼル① あじさいの花を描こう ４
おしゃべり喫茶 七夕飾り ９
カミツ どくしゃべり会 ３
ビーガン 料理 ３
わろてんか 寄席準備 ３
東門前 おしゃべり会 ５
年金大師 ウォーキング ３
民商 懇談会 ３
大師フレンド支部
おしゃべり 老々介護について ７
おりづる 作品作りと血圧チェック ５
お絵かき 各自で各テーマで描く ５
さくら会 NEWCROWN１（中学生英語１） ４
ちぎりえ ちぎり絵 ３
ひまつぶし 脳トレ ３
リトルハンズ リラックスヨガ ９
リフレッシュ ラジオ体操・血圧チェック ６
リメイク あじさい見学 ６
藤崎北支部
てくてく 北鎌倉へアジサイを見に ８
健康麻雀 健康麻雀 ７
向日葵 絵手紙 ３
欅 物価高でこの困難の状況をどう乗り切るか ４
藤崎南支部
モルック レベルアップ ８
ライオンズ 支部会議の報告他 ９
観音支部
あるこうかい 迎賓館と明治神宮へ 11
すみれ モルック ５
プラチナ モルックで遊ぼう ９
健康マージャン 健康麻雀 18
池上新町支部
ひまわり モルック ６
手芸 額入り花飾り 16

踊り 納涼祭りに向けて 11
桜本支部
黄金 モルック ４
大島支部
あかり 書道 ４
深瀬 食事会 ６
未摘花 ストレッチ・ダンベル体操 ３
浜町支部
クラフト カゴ作り ４
プアカーネーション フラダンス ８
プルメリア フラダンス ４
渡田支部
歩いて楽しむ会 ちょこっとウォーク ７
小田支部
たんぽぽ かぜ無理に症状を抑えない ３
ちょこっとウォーク 暑くなりました 20
ムーミン村のモルック みんなで楽しもう ６
ラジオ体操 公園の花 21
夏つばき あじさいを見に ３
桜 はつらつ講座 16
東小田支部
さつき 血圧チェック・近況 ６
小田７丁目公園 ストレッチとちょこっとウォーク 12
浅田支部
おりづる 番傘（色とりどりの傘を作る） ６
けやき 体操・ウォーキング ３
ばぁばとじぃじの手習い「海岸平野」を書きました ５
ひまわり 折り紙ジャノメ傘 ６
京町支部
さくら 健康について ４
スキットル モルック ６
セカンド 体操（自彊術） ４
ロード 天候の悪さにふりまわされて ５
古流生花 生け花 10
手芸 作品作り ７
川崎駅前支部
IT 茶話会 ３
あじさい 紫陽花を描こう ９
キャロット ６月ニュース仕分 ５
なわて 政治談議 ６

人
人

御幸支部
紅葉 ストレッチ・ダンベル体操 ５
南河原支部
あづま ウォーキング教室 ８
オレンジ 新聞ちぎり絵教室 ５
シネマ班 映画鑑賞「泥棒成金」 ８
マウンテンヒルズ BP・ミニ体操 ４
モンチッチ BPチェック ３
絵手紙 今の月名物を描く ８
古向支部
くちなし フレイル体操 ９
さくら 吊りこいのぼり ４
日の出 太極拳で健康維持 ３
新川崎支部
やよい 七福神作り（布袋尊） ３
ラビット ゆる体操 ８
元美人 おしゃべり会 10
玉川支部
きら美 握力チェック ８
青空平間会 笑いヨガ・脳トレ ４
住吉支部
うぐいす フレイル予防 ３
コスモス 多摩川台公園散策 ６
ミニーマウス 近況報告 ６
モルック モルックを楽しむ ６
雲雀 麻雀を楽しむ ６
気功と太極拳 気功と「24式」の基本 ５
西加瀬 フレイル予防 ３
小杉支部
アニマル 健康について雑談形式で ３
さくら 命の停車場（ビデオ鑑賞） ６
そら豆 インフラの値上がりについて ３
溝ノ口支部
いきいき 脳いきいき ４
いまが青春 健康麻雀、将棋 11
おたまじゃくし 唱歌童謡を唄う ４
バードウオッチング 鳥と自然観察 ５
ゆいの会 ニュースセット他 ５
囲碁サロン 囲碁 ４
公園体操 高津公園体操 12
水彩画 くつ・長ぐつを描く ３
橘支部
シクラメン 敬老会食 24

シネマ 映画鑑賞 16
すずめ 健康麻雀 ８
ダンベル 体操 ５
つれづれ 健康麻雀 13
プラザ 脳トレ体操 16
フラワーレディズ 母親大会相談 ７
梶ヶ谷 ニュースセット他、血管年齢 ４
癒しのお手玉 ６月の歌にのせてお手玉 ６
たかつ支部
クイーン 横須賀しょうぶ園散策 ７
宮前支部
いぬくら 体操、血圧チェック他 ３
コスモス 血管年齢チェック他 ５
さくらそう ペットボトル体操 ４
ジャスミン 沖縄戦について語る ４
しんぶんちぎり絵 作品作り ３
すみれ 健康チェック ６
ひまわり 血管年齢チェック ５
五所塚 健康づくりセミナーDVD ５
長尾住宅 塩分チェック ４
南平 健康づくりセミナーDVD ４
白幡台 体組成チェック ５
長尾堰支部
アジサイ 脳トレ談話会 ４
コスモス スケッチを楽しむ ５
すずめ 脳トレーニング ６
ひまわり 転倒防止体操 ５
ラフランス マージャンを楽しむ ３
第４長尾 尿塩分チェックウロチェック ４
茶の実 体組成チェック ６
歩歩路 体操・ゲーム ５
宿河原支部
あじさい 楽しみながら健康づくり ５
すこやかダンベル 筋力維持と親睦 ６
パークゴルフ 体力づくり ８
モルック モルック競技 ７
麻生北支部
マフマフ マフの作り方 ７
モルック 楽しくモルック ７
麻生南支部
お絵かき お絵かき ５
キルトのなかま みんなそれぞれに ６
なんじゃもんじゃ 今後の班の方向について 10

人 人

日時

日時

日時

演目

場所

場所

場所

会費

内容

2024年9月24日(火) 午後12時半～午後4時

2024年8月18日(日)
午後1時～午後3時半 （開場午後1時）

2024年9月1日(日) 午後2時開演

高津市民館・大ホール 他

川中島神明神社 社務所

川中島神明神社 社務所
1000円

ダブル講演会

分科会

市民ギャラリーでは
組合員の作品展

　川崎医療生協やワーカーズコープセンター事業
団、地域の団体や個人が集まって、こともたちが
安心して成長できるまちづくりを進めるプロジェ
クトを立ち上げました。その第１弾の企画です。

　　  　　日　時　2024年８月31日（土）
　　 　 　  　　　  午前11時～午後３時
場　所　みつば保育園
　　　　（川崎区台町８　サンルミエール１階）

内　容　駄菓子、ボードゲーム、射的、地域のお店も参加

参加費　無料（購入するときは料金がかかります）

主　催　みつばプロジェクト

問い合わせ　健康まちづくり推進部　（044‒266‒7532）

第26回 組合員活動交流集会平 和 映 画

第21回 健康寄席

対馬丸－さようなら沖縄－
－人と人とのつながりで防災のまちづくりを－

能登半島地震災害の現状と課題（仮）
川崎市における防災対策の現状（仮）

第１ 防災の街づくりを考える
第２ 平和の活動
第３ つながりづくり
第４ 手芸教室とカフェ

問い合わせ　健康まちづくり推進部（044-266-7532)問い合わせ　竹原（090-8643-0657）

問い合わせ　竹原（090-8643-0657）

太平洋戦争中に起こった「対馬丸遭難事件」をもとに描いたアニメ映画。
日本軍は本土決戦に備え、沖縄のこどもたちを学童疎開させる命令を
出す。疎開船「対馬丸」は出航後、アメリカ潜水艦の魚雷攻撃を受け
沈んでしまう。1661人の乗客のうち、生存者がわずか156人という惨事。
他に例をみない惨事だったが戦後までしらされなかった。

※ 上映前に小林展大弁護士の「改正地方自治法」についての
　講演があります。



（６）２０２４年８月１日 第６９６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協昭和45年３月20日
第三種郵便物認可（ ）

く ら し ・ 社 会読　者　の　広　場

絵
本
作
家　

か
こ
さ
と
し
の

記
念
プ
レ
ー
ト
（
幸
区
）

こ
ん
な
川
崎
、

　
　

こ
れ
も
川
崎

　

シリーズ

第55回
シリーズ

第55回

　

東
西
に
約
31
㎞ 
、南
北
に
約
19
㎞ 
。東
京
と
横
浜
に
挟
ま
れ
た

東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南
で
は
ま

ち
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
知
ら
れ
ざ
る

見
ど
こ
ろ
の
な
か
で
、
今
回
は
、
２
０
２
４
年
４
月
に
、「
三

角
ひ
ろ
ば
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
幸
区
古
市
場
第
２
公
園
に
設

置
さ
れ
た
、
幸
区
古
市
場
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
に
も
参
加
し

て
い
た
、
絵
本
作
家
か
こ
さ
と
し
の
記
念
プ
レ
ー
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

常
務
理
事　

栗
山
克
之

　
「
三
角
ひ
ろ
ば
」
は
、
幸
区

古
市
場
に
あ
る
川
崎
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
診
療
所
か
ら
徒
歩
５
分
で

行
け
る
公
園
で
す
。

　

公
園
に
設
置
さ
れ
た
プ
レ
ー

ト
に
は
、
昭
和
30
年
代
に
幸
区

古
市
場
で
、
か
こ
さ
と
し
も
参

加
し
て
い
た
「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

活
動
」
と
呼
ば
れ
る
社
会
事
業

に
つ
い
て
の
説
明
や
、
か
こ
が

公
園
で
行
っ
て
い
た
紙

芝
居
風
景
の
写
真
、
か

こ
直
筆
の
古
市
場
周
辺

地
図
、「
だ
る
ま
ち
ゃ

ん
」「
か
ら
す
の
パ
ン

や
さ
ん
」
な
ど
か
こ
の

絵
本
に
登
場
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

川
崎
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

上
も
こ
の
地
域
を
拠
点
に
診
療

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
か
こ

と
同
じ
活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
元

の
人
を
除
け
ば
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

川
崎
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
診
療
所

の
あ
る
古
市
場
地
域
に
川
崎
医

療
生
協
の
組
合
員
を
訪
問
す
る

時
に
、「
川
崎
医
療
生
協
か
ら

来
ま
し
た
」と
言
う
よ
り
は「
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
か
ら
来
ま
し
た
」

と
伝
え
る
方
が
話
が
早
い
で

す
。
こ
こ
の
地
域
と
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
診
療
所
の
深
い
つ
な
が
り

を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
診
療

所
の
入
口
に
は
、
診
療
所
が
こ

公園に設置されたプレート

古市場第２公園（三角ひろば）

診
療
所
も
、

こ
の
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
活
動

の
中
か
ら
、

１
９
５
１

（
昭
和
26
）

年
に
開
設

し
、
70
年
以

の
地
域
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動

か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
の
説
明
が

書
か
れ
た
パ
ネ
ル
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

季
節
が
涼
し
く
な
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
こ
の
パ
ネ
ル
と
川
崎
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
診
療
所
を
お
訪
ね
く

だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
方
法
も
未
受
精
卵

に
核
を
移
植
し
、「
代
理
母
」

が
妊
娠
を
継
続
し
て
出
産
す

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
①
は
受
精
後
の
卵
を

卵
割
す
る
た
め
、
新
し
く
生

ま
れ
る
子
（
ク
ロ
ー
ン
）
の

遺
伝
子
は
偶
然
に
左
右
さ
れ

ま
す
が
、
子
の
遺
伝
子
は
皆

同
じ
で
す
。

　

前
回
述
べ
た
「
救
世
主
き

ょ
う
だ
い
」
は
こ
の
方
法
と

同
じ
で
す
。
②
は
未
受
精
卵

に
体
細
胞
の
核
を
移
植
す
る

た
め
、
親
と
ま
っ
た
く
同
じ

遺
伝
子
を
有
す
る
子
（
ク
ロ

ー
ン
）
を
、
用
意
し
た
未
受

精
卵
の
数
だ
け
い
く
ら
で
も

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①
の
方
法
で
、
ク
ロ
ー
ン

羊
（
１
９
８
６
年
英
国
）、

ク
ロ
ー
ン
牛
（
１
９
８
７
年

　

亡
く
な
っ
た
ペ
ッ
ト
（
犬

や
猫
な
ど
）
と
同
じ
動
物
が

ほ
し
い
、
は
た
ま
た
自
分
と

全
く
同
じ
人
間
が
ほ
し
い
、

な
ど
と
い
う
願
い
は
以
前
か

ら
あ
り
、
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
最
近
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
１

ス
ペ
シ
ャ
ル
で
「
も
う
一
度

ペ
ッ
ト
に
会
い
た
い
〜
世
界

に
広
が
る
ク
ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ

ス
〜
」が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
が
で
き
る
に
は
男

と
女
に
よ
る
「
有
性
生
殖
」

と
、
性
を
も
た
な
い
動
物
の

「
無
性
生
殖
」
と
が
あ
り
ま

す
。
有
性
生
殖
で
は
両
親
の

遺
伝
子
が
偶
然
に
よ
り
組
み

合
わ
さ
れ
る
た
め
、
一
卵
性

双
生
児
を
除
き
、
こ
ど
も
は

皆
ま
っ
た
く
違
う
遺
伝
子
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
無
性
生
殖
は
親
と
全
く

同
じ
こ
ど
も
が
繰
り
返
し
誕

生
し
ま
す
（
遺
伝
的
に
同
一

で
あ
る
生
物
を「
ク
ロ
ー
ン
」

と
呼
び
ま
す
）。

　

有
性
生
殖
を
行
う
生
物
で

も
、
技
術
の
進
歩
で
、
ま
っ

た
く
同
じ
遺
伝
子
を
も
つ
生

物
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
技
術
は
『
ク
ロ
ー
ン
技

術
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
技
術
に
は
２
と
お
り
あ

り
、
①
受
精
卵
の
核
を
移
植

す
る
方
法
と
、
②
体
細
胞
の

核
を
移
植
す
る
方
法
で
す
。

米
国
）、
ク
ロ
ー
ン
猿
（
１
９

９
６
年
米
国
）
が
作
成
さ
れ
、

②
の
方
法
で
は
１
９
９
６
年
に

英
国
で
ク
ロ
ー
ン
羊
（
ド
リ
ー

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
）
が
誕
生

し
、そ
の
後
ド
リ
ー
は
妊
娠
し
、

子
羊
ボ
ニ
ー
を
出
産
し
ま
し

た
。
１
９
９
７
年
に
英
国
で
②

の
方
法
で
誕
生
し
た
ク
ロ
ー
ン

羊
ポ
リ
ー
は
、
血
友
病
治
療
に

必
要
な
人
の
遺
伝
子
も
組
み
込

ま
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
ク
ロ
ー
ン
の
作
成
を

行
う
韓
国
の
某
研
究
所
で
は
、

ペ
ッ
ト
が
死
亡
し
た
ら
遺
体
を

冷
蔵
庫
で
冷
や
し
、
５
日
間
以

内
な
ら
ば
生
き
た
体
細
胞
か
ら

ペ
ッ
ト
の
ク
ロ
ー
ン
が
作
成
可

能
、
費
用
は
日
本
円
で
約
一
千

万
円
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
方

法
は
技
術
的
に
は
人
間
に
も
応

用
可
能
で
す
。

生命進化への介入　③クローン技術第44回 生命命進化進 の介入 ③ク ン技術
生命科学の歴史 人間の過去・現在・未来

協同ふじさきクリニック　所長　桑島 政臣

☎044‒533‒1223 ☎044‒820‒0331☎044‒355‒6395

☎044‒287‒7510 ☎044‒299‒4780 ☎044‒266‒5759

藤沢市藤沢 854―11
☎  0466‒52‒6950

絵本紹介⑫ 思いでの

だるまちゃんとてんぐちゃん

おすすめ気に
なる

　　だるまちゃんは、てんぐちゃん
と遊んでいるうちにてんぐちゃんの
うちわが欲しくなりました。だるま
ちゃんが家に帰って大きなだるまど
んに話すと、色々なうちわをたくさ
ん出して見せてくれました。けれど
どれもちょっと違うなあと考えてい
るうちにいいことに気が付きまし
た。お庭のやつでの葉っぱです。て

んぐちゃんに見せると「いいものを
みつけたね」と言ってくれました。
しばらくすると次はてんぐちゃんの
帽子がほしくなり、その次は履物が
ほしくなり、だるまちゃんはその度
に工夫をして同じようなものを見つ
けます。そしてついにてんぐちゃん
の鼻がほしくなっただるまちゃんは
アイデアと工夫でステキな長い鼻を
手に入れるのです。
　作者の加古里子は「川崎で子ども
たちに紙しばいを見せている時に子
どもたちは何を面白がるのかを教え
てもらった」と話しています。だる
まちゃんとてんぐちゃんのお話しが
長い間子どもたちに愛されている理
由はそんなところにあるのかもしれ
ません。 編集委員　飯野 伸代

福音館書店　1100 円（税込み）

作／絵　加
か

古
こ

里
さと

子
し

国道409号
線

古市場
第 2公園

セツルメント
診療所

第 2児童
公園入口

鹿島田駅



読　者　の　広　場

③　

信
号
機
の
〇
〇
は
停
止

④　

人
数
で
割
る
〇
〇
勘
の
食

事
代

⑤　

大
工
〇
〇
〇
。
弁
慶
の
七

つ
〇
〇
〇

⑥　

元
素
記
号
Ｐ

⑧　

間
近
に
せ
ま
っ
て
い
る
状

態
。
〇
〇
〇
〇
〇
段
階
。

⑩　
「
♪
一
つ
と
せ
〜
」
な
ど

数
を
順
に
読
み
込
む
歌

⑫　

羽
根
車
で

　
　

風
を
起
こ

　
　

す
器
具

⑭　

土
用
の
丑

　
　

の
日
と
言

　
　

え
ば
？

⑮　

親
の
〇

　
　

〇
を
か
じ

　
　

る
道
楽
息
子

⑯　

１
厘
の
10
分
の
１
の
単

　
　

位

⑰　
「
百
舌
」
の

　
　

読
み
方
は
？

⑱　

液
体
な
ど
を
こ
す
〇
〇
装

　
　

置

①　

森
の
石
松
「
江
戸
っ
子
だ

っ
て
ね
え
〇
〇
食
い
ね

え
」

③　

盆
踊
り
の

　
　

代
表
格

⑦　

ゴ
ロ
ゴ
ロ
「
ピ
カ
ッ
！
」

⑨　

幸
〇
〇
。
〇
〇
勢
。
〇
〇

　
　

命
。
〇
〇
動

⑩　

た
ん
す
や
い
す
な
ど
、
家

の
中
で
使
う
道
具

⑪　

〇
〇
〇
門
に

　
　

は
福
来
た
る

⑬　

ア
ダ
ム
と
イ
ブ
が
住
ん
で

い
た
と
い
う
〇
〇
〇
の
園

⑭　

７
月
の
第
３
月
曜
は
〇
〇

の
日

⑮　

サ
ウ
ナ
で
は
タ
イ
マ
ー
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
。
３
分

間
〇
〇
時
計

⑯　

鬼
が
登
場
す

　
　

る
日
本
の
代

　
　

表
的
な
昔
話

⑲　

ネ
ギ
の
球
状
の
花

⑳　

夏
の
期
間
。
〇
〇
休
暇
。

①　

海
水
浴
場
の

　
　

砂
浜
で
の
遊

　
　

び
の
一
つ

②　

所
変
わ
れ
ば
〇
〇
変
わ
る

言じ息
子

10
分
の
１
の
単

？

（７） ２０２４年８月１日 第６９６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

第338回

た
の
で
一
緒
に
ラ
ン
チ
し
ま

し
た
。
職
場
で
は
、
お
互
い

忙
し
く
て
ゆ
っ
く
り
話
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

初
め
て
ゆ
っ
く
り
話
せ
て
と

て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。
ま
た
次
回
は
、
別

の
場
所
で
と
約
束
し
て
別
れ

ま
し
た
。
こ
う
い
う
時
間
大

切
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く
感
じ

ま
し
た
。

江
の
島
御
膳

　

多
摩
区　

長
原
絹
代

　

出
不
精
で
お
料
理
が
下

手
。
で
も
美
味
し
い
も
の
は

逆
に
や
る
気
が

川
崎
区　

神
保
幸
子

　

首
が
曲
が
っ
て
し
ま
い
、

病
院
を
受
診
し
ま
し
た
。
加

齢
の
せ
い
で
治
ら
な
い
と
ズ

バ
ッ
と
言
わ
れ
た
の
で
奮
起

し
、コ
ル
セ
ッ
ト
で
矯
正
し
、

周
囲
か
ら
良
く
な
っ
て
き
た

ん
じ
ゃ
な
い
？
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

あ
の
と
き
は
ク
ソ
ー
！
と

思
い
ま
し
た
が
、
逆
に
先
生

に
そ
う
い
っ
て
も
ら
っ
て
や

る
気
に
な
り
ま
し
た
。
今
度

会
っ
た
ら
ど
う
だ
、
治
っ
た

ぞ
と
言
っ
て
や
り
た
い
で
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ

市
外　

宗
形
ふ
じ
子

　

２
月
末
か
ら
減
量
目
的

で
、
仕
事
の
休
み
の
日
に
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
45
分
続
け
て

い
ま
す
。
工
場
だ
け
で
何
も

な
い
と
思
っ
た
場
所
も
、
道

端
に
季
節
毎
に
花
が
咲
い
て

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
今
は
紫
陽
花
が
キ
レ
イ

で
す
。

大
切
な
時
間

川
崎
区　

岩
本
千
賀
子
65

　

元
職
場
の
友
人
が
退
職
し

食
べ
た
い
。
６
月
号
の
「
江

の
島
御
膳
」
の
写
真
を
見
て

た
ま
ら
な
く
お
な
か
が
空
い

て
き
ま
し
た
。
行
っ
て
み
た

い
な
あ
ー
と
思
い
ま
す
が
…
。

誇
れ
る
日
本
に

　

宮
前
区　

佐
藤
實
87

　

自
動
車
業
界
の
不
正
が
、

後
を
絶
た
な
い
。
販
売
が
世

界
一
と
謳
わ
れ
て
い
る
中
で

一
国
民
と
し
て
恥
ず
か
し
い

限
り
だ
。
こ
の
と
こ
ろ
政
界

も
財
界
も
劣
化
が
著
し
い
。

男
女
平
等
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も

Ｇ
７
で
最
下
位
。
各
界
が
深

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

Ｂ

Ａ

C

Ｅ

Ｆ

Ｄ

メールでの送付先 machizukuri@kawaikyo.or.jp

ED ＦA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

高
橋
君
江

（
川
崎
区
）

木
下
良
子

（
川
崎
区
）

安
部
鬼
子
次
（
幸　

区
）

楠
島
貴
志

（
中
原
区
）

新
井
三
智
代
（
高
津
区
）

坂
本
和
恵

（
高
津
区
）

小
松
秀
子

（
宮
前
区
）

皆
川
千
惠

（
多
摩
区
）

長
原
絹
代

（
多
摩
区
）

菅
野
節
子

（
多
摩
区
）

小
川
芳
治

（
麻
生
区
）

宗
形
ふ
じ
子
（
市　

外
）

〈
敬
省
略
〉

　

６
月
号
の
答
は
「
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
」
で
し
た
。
応
募

者
は
２
３
２
人
（
正
解
は
２

３
０
人
）。
内
訳
は
川
崎
区

１
２
６
人
・
幸
区
12
人
・
中

原
区
13
人
・
高
津
区
18
人
・

宮
前
区
16
人
・
多
摩
区
31
人
・

麻
生
区
18
人
・
市
外
４
人
で

す
。
編
集
委
員
会
で
抽
選
の

結
果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

倉
形
ち
よ

（
川
崎
区
）

　

小
川
美
穂

（
川
崎
区
）

　

松
本
奈
美

（
川
崎
区
）

　

四
ツ
橋
准
子
（
川
崎
区
）

　

大
坪

子

（
川
崎
区
）

　

遠
藤
政
子

（
川
崎
区
）

　

市
原
文
子

（
川
崎
区
）

　

中
野
智
裕

（
川
崎
区
）

336回

答え「カーネーション」
　

パ
ズ
ル
の
答
と
川
柳
は
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
お
送
り

下
さ
い
。
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し

け
れ
ば
年
齢
を
記
入
し
て
下

さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
応
募

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
送

付
先
の
ア
ド
レ
ス
は
解
答
枠

の
下
を
ご
覧
下
さ
い
。
医
療

生
協
新
聞
へ
の
感
想
や
近
況

を
余
白
に
記
入
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、

川
柳
は
ひ
と
り
、
一
句
、
既

に
発
表
済
の
も
の
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
20
人
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
贈
り
し
ま
す
（
連
続
10

回
当
選
し
な
か
っ
た
方
に
も

贈
呈
し
ま
す
）。
締
切
り
は

８
月
25
日
、
発
表
は
10
月
号

紙
面
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

１　

川
崎
医
療
生
協
本
部
３
階

編
集
委
員
会

10
歳
の
孫
に
教
わ
る
ス
マ
ホ
か
な　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

鎌
田
克
子
74

不
正
し
て
世
界
一
と
は
情
け
な
い　
　
　
　
　
　

宮
前
区　

佐
藤
實
87

ジ
ャ
ン
ボ
食
べ
ま
す
ま
す
お
腹
ジ
ャ
ン
ボ
だ　
　

麻
生
区　

菊
池
ル
イ
ス
健
太
⒇

夫
婦
し
て
い
つ
の
間
に
や
ら
老
介
護　
　
　
　
　

幸　

区

平
間
和
夫
74

ひ
と
り
言
自
問
自
答
で
今
日
も
過
ぎ　
　
　
　
　

幸　

区　

長
澤
昭
子
83

裏
金
に
ザ
ル
法
案
で
ほ
う
か
む
り　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

草
野
み
つ
子

う
ま
い
も
の
飲
ん
だ
り
食
っ
た
り
Ｔ
Ｖ
だ
け　
　

宮
前
区　

み
ー
ば
ば
79

観
光
で
道
を
聞
い
た
ら
異
国
人　
　
　
　
　
　
　

麻
生
区　

Ｓ
・
Ｈ

病
室
で
会
話
は
ず
ん
で
笑
い
声　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

高
橋
佳
子
83

暑
い
夏
待
ち
わ
び
た
頃
が
懐
か
し
い　
　
　
　
　

川
崎
区　

編
集
君

　

最
近
の
夏
は
あ
ま
り
に
暑
く
、
子

ど
も
た
ち
は
外
で
遊
べ
な
い
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。
寂
し
い
で
す
ね
。

み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

く
反
省
し
世
界
に
誇
れ
る
日

本
で
あ
り
た
い
も
の
だ
。

コ
ロ
ナ

　

多
摩
区　

小
林
光
子

　

こ
の
６
月
に
85
歳
の
友
人

が
２
度
目
の
コ
ロ
ナ
に
か
か

り
ま
し
た
。
最
初
熱
が
出
た

が
軽
症
で
１
週
間
ほ
ど
休
ん

だ
だ
け
で
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
ワ
ク
チ
ン

を
７
回
も
打
っ
て
い
た
の
で

び
っ
く
り
。
変
性
し
な
が
ら

次
の
ウ
ィ
ル
ス
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
油
断
で
き
ま
せ

ん
ね
。

ののののののののののののの

の遊
の
花



（８）２０２４年８月１日 第６９６号
昭和45年３月20日
第三種郵便物認可（ ） 毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

沖
縄
の
歴
史
か
ら
平
和
を
考
え
る

　
　
　
　
　

川
崎
市
平
和
館
で
特
別
展

　
　
　
　
　
「
沖
縄
戦
と
戦
後
の
米
軍
統
治
」
開
催

　

私
は
、昭
和
４
（
１
９
２
９
）

年
２
月
に
茨
城
県
常
陸
太
田
市

天
下
野
五
区
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
家
は
農
家
で
、
６
人
兄
妹

の
二
女
と
し
て
育
ち
ま
し
た
。

　

物
心
つ
い
た
こ
ろ
耳
に
し
た

の
が
徴
兵
制
度
で
し
た
。
そ
の

う
ち
に
、
周
り
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
「
う
ち
の
息
子
が
出
征

し
て
行
っ
た
」「
千
人
針
を
作

っ
て
勝
利
の
た
め
に
持
た
せ

た
」な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

農
家
の
担
い
手
が
出
征
し
て
少

な
く
な
り
、
田
植
え
の
時
期
か

ら
秋
の
収
穫
ま
で
の
農
繁
期
に

は
、
私
た
ち
は
勉
強
ど
こ
ろ
で

な
く
、
２
、
３
人
が
一
組
に
な

っ
て
各
家
庭
に
お
手
伝
い
に
行

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
こ
ん
な
山
奥
の

村
に
も
空
襲
警
報
が
鳴
り
響
き

戦
争
も
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
農
作
業
に
励
ん

で
い
た
兄
も
兵
隊
に
囚
わ
れ
て

し
ま
い
、
父
を
手
伝
い
馬
耕
を

し
た
り
し
ま
し
た
。
明
か
り
が

つ
い
て
い
る
と
敵
機
に
狙
わ
れ

る
の
で
、
消
灯
時
間
が
午
後
８

時
と
決
め
ら
れ
て
い
て
、
衣
類

の
ほ
こ
ろ
び
も
縫
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
「
そ

を
経
て
日
本
復
帰
を
果
た
す
ま

で
の
住
民
の
生
活
な
ど
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
日
本
復
帰
前
の

沖
縄
で
米
軍
が
編
集
し
た
広
報

宣
伝
誌
「
守
礼
の
光
」
を
も
と

に
、
情
報
を
読
み
解
く
力
（
メ

デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
）
の
大

切
さ
に
つ
い
て
問
題
を
投
げ
か

け
ま
す
。

　

展
示
を
構
成
す
る
写
真
や
絵

画
、
事
実
資
料
は
、
沖
縄
県
平

和
祈
念
資
料
館
・
同
公
文
書
館
、

那
覇
市
歴
史
博
物
館
、
読
谷
村

ユ
ン
タ
ン
ザ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な

ど
の
協
力
に
よ
り
集
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
戦
争
体
験
者
と

対
話
す
る
こ
と
で
色
の
記
憶
を

　

１
９
５
４
年
に
太
平
洋
上
で

ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
に
よ
っ

て
被
ば
く
し
た
マ
グ
ロ
漁
船
、

第
五
福
龍
丸
を
テ
ー
マ
に
、
５

年
後
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
第

五
福
竜
丸
」
が
、
被
爆
70
年
の

今
年
、
第
五
福
竜
丸
平
和
協
会

に
よ
っ
て
ブ
ル
ー
レ
イ
で
復

刻
・
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
の
脚
本
・
監
督
は

新
藤
兼
人
。
広
島
県
生
ま
れ
の

新
藤
氏
は
、
１
９
５
０
年
に
株

式
会
社
近
代
映
画
協
会
を
設
立

し
、
独
立
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
52
年
に
「
原
爆
の
子
」
を

制
作
、
こ
れ
に
続
く
核
被
害
に

関
す
る
映
画
と
し
て
「
第
五
福

竜
丸
」
は
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

船
の
出
航
か
ら
、
被
ば
く
、

寄
港
後
の
混
乱
、
そ
し
て
乗
組

員
の
な
か
の
久
保
山
愛
吉
さ
ん

が
亡
く
な
る
と
い
う
、
船
と
乗

組
員
が
た
ど
っ
た
災
厄
の
道

を
、
事
実
に
基
づ
い
て
再
現
す

る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
な
映

画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

久
保
山
愛
吉
さ
ん
と
そ
の
妻

す
ず
さ
ん
役
を
、
若
き
日
の
宇

野
重
吉
と
乙
羽
信
子
が
演
じ
て

　

川
崎
市
多
摩
区
の
明
治
大
学

平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館

で
、
旧
日
本
陸
軍
の
秘
密
戦
に

関
す
る
研
究
成
果
を
詳
報
す
る

常
設
展
と
並
行
し
て
、
登
戸
研

究
所
の
遺
跡
や
史
料
を
撮
影
し

た
写
真
家
、
小
池
汪
氏
（
１
９

３
３
〜
２
０
２
３
）
の
追
悼
展

示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
池
氏
は
、
公
害
や
平
和
に

関
す
る
社
会
活
動
を
積
極
的
に

行
な
っ
て
き
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
、写
真
の
役
割
に
つ
い
て「
人

は
い
つ
で
も
幸
せ
じ
ゃ
な
き
ゃ

だ
め
だ
。
写
真
と
は
幸
せ
か
そ

う
で
な
い
か
と
い
う
歴
史
を
撮

る
こ
と
。
そ
れ
が
お
も
し
ろ
く

て
続
け
て
い
る
」（
２
０
２
３
年
、

宮
前
区
の
小
学
生
と
の
対
話
）

と
の
こ
と
ば
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

同
氏
は
登
戸
研
究
所
発
掘
調

査
の
黎
明
期
か
ら
か
か
わ
り
、

数
多
く
の
記
録
写
真
を
残
し
て

き
ま
し
た
。
追
悼
展
示
で
は
、

撮
影
さ
れ
た
写
真
の
一
部
や
関

係
者
の
回
想
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
発
掘
調
査
に
携
わ
っ
た

担
当
者
は
、
小
池
氏
と
の
と
り

い
ま
す
。

　

独
立
プ
ロ
ゆ
え
資
金
面
で
も

苦
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
制
作

に
あ
た
っ
て
の
苦
労
や
舞
台
裏

の
話
な
ど
が
、
ブ
ル
ー
レ
イ
発

売
に
伴
っ
て
、
新
た
に
編
集
さ

れ
た
冊
子
の
な
か
で
、
新
藤
氏

や
関
係
者
の
言
葉
と
し
て
紹
介

さ
れ
る
予
定
。

　

ブ
ル
ー
レ
イ
は
１
枚
３
０
０

０
円
（
税
込
み
）。
購
入
の
問

い
合
わ
せ
は
、
第
五
福
竜
丸
展

示
館
（
電
話
03

－

３
５
２
１

－

８
４
９
４
）。
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
：fukuryum

aru@
m
sa.

biglobe.ne.jp

）
ま
で
。

蘇
ら
せ
、
カ
ラ
ー
化
し
た
写
真

と
と
も
に
体
験
者
の
思
い
や
記

憶
を
未
来
へ
継
承
す
る
と
り
く

み
で
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
「
記
憶
の
凍
結
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
作
品
が
、
来
場
者
に
迫

り
ま
す
。

　

平
和
館
は
、
日
本
の
戦
争
と

沖
縄
の
戦
後
に
つ
い
て
再
認
識

し
、
平
和
へ
の
思
い
を
深
め
て

ほ
し
い
と
、
来
場
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
８
月
25
日
ま
で
。

入
場
は
無
料
。

　

川
崎
市
中

原
区
の
川
崎

市
平
和
館

で
、
特
別
展

「
沖
縄
戦
と

戦
後
の
米
軍

統
治
」
が
開

催
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
展

は
、
県
民
の

４
人
に
１
人

が
命
を
落
と

し
た
と
い
わ

れ
る
沖
縄
戦

や
、
沖
縄
が

戦
後
27
年
間

の
米
国
統
治

の
日
が
良
け
れ
ば
」
と
自
分
を

納
得
さ
せ
て
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

家
は
百
姓
だ
っ
た
の
で
、
食

べ
る
も
の
に
は
困
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
戦
争
が
激
し
く
な
る
に

つ
れ
、
戦
火
を
逃
れ
る
た
め
に

多
く
の
人
が
疎
開
し
て
き
ま
し

た
。
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年

に
な
り
、
部
落
の
長
が
「
３
月

10
日
に
東
京
一
帯
が
空
襲
を
受

け
て
焼
け
野
原
と
化
し
た
」
と

話
し
た
と
き
に
は
、
多
く
の
人

が
涙
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
８
月
15
日
に
は
、
玉

音
放
送
で
日
本
が
敗
戦
し
た
と

聞
き
ま
し
た
。
出
征
か
ら
帰
っ

て
き
た
人
、
疎
開
し
て
き
た
人

の
食
べ
る
も
の
や
着
る
も
の
が

配
給
制
に
な
り
ま
し
た
。
疎
開

し
て
き
た
人
た
ち
は
昼
夜
問
わ

ず
買
い
出
し
に
行
っ
た
り
、
私

の
家
ま
で
食
べ
物
を
分
け
て
ほ

し
い
と
尋
ね
て
き
ま
し
た
。

　

父
が
「
お
米
は
な
い
け
ど
、

サ
ツ
マ
イ
モ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ら
」
と
手
渡
す
と
、
何
度
も
礼

を
言
い
、「
実
は
埼
玉
か
ら
食

べ
物
を
探
し
て
茨
城
ま
で
来

た
。
子
ど
も
た
ち
は
親
の
分
ま

で
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
お
腹
に
腹
巻
を
し
て

食
欲
を
抑
え
て
い
た
」
と
聞
き

ま
し
た
。

　

戦
争
は
無む

辜こ

の
人
々
が
犠
牲

に
な
る
の
で
嫌
で
す
。
昭
和
22

年
に
日
本
国
憲
法
が
発
布
さ
れ

ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
日
本
が

平
和
国
家
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

の
希
望
を
も
っ
て
、
残
り
わ
ず

か
な
人
生
を
送
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

伝えたい思い
東小田支部　秋和 もと（95歳）

農家からも兵隊に

私の戦争体験116

茨城県大
おお

甕
みか

駅での応召軍人見送り
（日立市郷土博物館所蔵）

民家を破壊しながら進撃するアメリカ軍（1945 年米軍撮影）

ブルーレイ付属の冊子

映
画「
第
五
福
竜
丸
」が
ブ
ル
ー
レ
イ
で
復
刻

被
ば
く
70
年
、
第
五
福
竜
丸
平
和
協
会
が
発
売　

旧
日
本
陸
軍
秘
密
戦
史
料
な
ど
を
撮
影
し
た
写
真
家
の
足
跡

登
戸
研
究
所
資
料
館
で
小
池
汪お

う

氏
追
悼
展
示

川崎市平和館：川崎市中原区木
月住吉町 33－１。電話 044－433
－0171。ＪＲ線・東急線「武蔵
小杉駅」　東急線「元住吉駅」
から徒歩約 10 分。開館は午前
９時～午後５時。月曜休館［８
月 13 日（火）、20 日（火）閉館。
ただし８月 12 日（月）は開館］。
常設展も鑑賞できる。

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
映
画
は
、
９
月

21
、
22
日
に
武
蔵
大

学
で
行
わ
れ
る
「
被

爆
者
の
声
を
う
け
つ

ぐ
映
画
祭
２
０
２

４
」
の
初
日
に
上
映

く
み
を
「
協
働
」
と
評
し
、
写

真
に
す
る
こ
と
で
肉
眼
で
は
視

認
で
き
な
い
こ
と
が
現
れ
た
経

験
な
ど
を
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
小
池
氏
が
研
究
者

た
ち
と
対
話
を
重
ね
、
よ
り
本

質
を
も
と
め
て
撮
影
に
臨
ん
で

い
た
姿
が
み
え
て
き
ま
す
。

　

追
悼
展
示
は
11
月
３
日（
日
・

祝
）
ま
で
で
、
常
設
展
と
も
入

場
は
無
料
で
す
。

明治大学平和教育登戸研究所資料館（川崎市多摩区
東三田１－１－１　明治大学生田キャンパス内）。　〈問
い合わせ〉電話 044－934－7993　〈開館日時〉水曜～
土曜・午前 10 時～午後 4時、8/6,7 オープンキャン
パス予約者限定開館（一般見学不可）、8/10 臨時休館、
11/3 臨時開館。　〈アクセス〉小田急線生田駅南口
から徒歩 15 分（途中約 70 ｍの急な上り坂あり）。あ
るいは向ヶ丘遊園駅北口から小田急バス「明大正門
前」行き終点下車（１時間に１本程度）。自家用車で
の来館、周辺域での駐停車は不可。


